
１　基礎情報

２　施設利用状況の推移

人 人

人

３　施設利用者の満足度（利用者アンケート結果）

４　主な自主事業実績

５　主な修繕実績

６　収支状況 （単位：円）

※　「想定事業費」：市が直営で管理した場合に想定される事業費

対　象　施　設 庄和児童センター(スマイルしょうわ)

施設の設置目的
児童福祉法（昭和22年法律第164号）による児童福祉施設で、児童に健全な遊びを提供
して、その心身の健康を増進し情操を豊かにする。

施設所管部署 こども未来部こども育成課

指 定 管 理 者 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社

指　定　期　間 令和２年４月１日から令和６年３月３１日

指定管理業務内容

(1)児童への健全な遊びの指導に関すること。
(2)児童への健康増進の指導に関すること。
(3)児童福祉に関する団体の育成に関すること。
(4)子育てに対して不安や悩みを抱える者からの相談に応じるなど、子育て支援に関する
こと。

区　分 過去5年間の平均 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

人数（件数） 57910.8人 15,502 34,657 39,653人 46,402人 人

対前年度比 - ―人 19,155 4,996人 6,749人 人

満足度
施設・設備管理 接客対応 教室・イベント等 その他 全体

上半期 103人 100.0% 99.5% 99.0% 98.6% 99.3%

下半期 138人 99.6% 100.0% 99.6% 93.2% 98.1%

利用者の主な
意見・要望等

・職員が温かく対応してくれるので元気がもらえる　　・季節のイベントや収穫体験があって楽
しい　・空調が効きすぎている時がある　　・おもちゃや本の種類を増やしてほしい

自主事業名 内　　容 参加者数等

収穫祭 自然に親しみ、玉ねぎの収穫を親子で体験する 41人

スマイル夏まつり 魚釣りゲーム、お面づくり 374人

ジオラマ運転会 電車の模型を運転体験 106人

修繕箇所・修繕名等 内　　容 金　額

円

円

円

区　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 合　計

収入額　　　　　A 35,300,000 35,356,000 36,505,000 37,145,000 144,306,000

　内、指定管理料　a 35,300,000 35,356,000 36,505,000 37,145,000 144,306,000
　内、利用料金収入 0 0 0 0 0

支出額　　　　　B 33,502,523 33,984,460 30,165,674 31,551,478 129,204,135
　内、人件費 25,355,669 27,493,698 23,697,839 25,357,423 101,904,629

収支額　　　 A-B 1,797,477 1,371,540 6,339,326 5,593,522 15,101,865

対前年度比 - ▲ 425,937 4,967,786 ▲ 745,804 3,796,045

想定事業費　C 47,366,854 53,030,762 52,727,835 59,774,055 212,899,506

削減額　　　 C-a 12,066,854 17,674,762 16,222,835 22,629,055 68,593,506

特記事項
（増減額の説明等）

年次継続監視評価表（令和５年度）

区　分 回答者数



※評価結果の凡例
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７　四半期継続監視評価結果

区分 評価結果 特記事項（不適となった事項の有無、指導事項、改善状況　等）

不適事項なし

不適事項なし

不適事項なし

不適事項なし

Ａ：適切な指定管理業務が実施されている。
Ｂ：適切な指定管理業務が実施されておらず、さらなる努力を要する。
Ｃ：全体的に適切な指定管理業務が実施されておらず、取組を見直す。

８　年間を通じた個別事項の評価

評価項目 主な内容

事業等の内容に偏りがないか。

施設の利用が一部の利用者に偏った計画・実施となっていないか。

サービス向上のための適切な方策が実施されているか。

受付等業務従事者の接客態度・対応は適切か。

パンフレットの整備等、積極的な利用案内が行われているか。

自主事業は適正・効果的な実施となっているか。

事業計画書で提案された内容が適切に実施されているか。

書類等文書の作成・管理・保存は適正に行われているか。

施設の安全・衛生管理、危機管理、災害時等緊急時の対応は適切か。

適切な計画の下、効果的な修繕・保守点検が実施されているか。

事業収支は事業計画書による計画と乖離していないか。

指定管理料の範囲内で効果的・効率的な予算執行が行われているか。

サービス水準を確保した効果的な経費縮減に取り組んでいるか。

会計処理業務が適切に行われているか。

職員体制は十分か。

職員の育成指導、研修体制は十分か。

適正な雇用・労働条件が確保されているか。

個人情報に関する情報の管理体制は十分か。

地域経済の活性化に繋がる市内事業者との連携が図られているか。

市との適正な信頼関係や協定書等に基づく協力関係が築けているか。

適（○）の数 20 ／20

９　総合評価

住民サービスの向上や経費の節減について

　利用者アンケート結果では、全体満足度が上半期99.3％、下半期98.1％と非常に高く、特に、施設・設備管理や接客対
応については、特に高い満足度となりました。館内の装飾やイベント時に使用する道具を職員が手作りする等、コスト削
減に努めるとともに、利用者に楽しんでもらえる創意工夫を行い、運営にあたっていました。

指導に対する対応・改善状況について

不適事項及び指導は特にありませんでした。

その他（上記以外の制度導入による効果、業務状況、課題、今後の方向性等）

　壁面製作や収穫体験等、季節を感じるイベントを企画しており、利用者からも好評を得ていました。また、アンケートに
あった要望に対し、適切に対応し、利用者目線の運営に努めていました。今後も充実した講座やサービスを提供し、利用
者の方々に満足していただけるような児童センターの運営に努めてください。

第１四半期 Ａ

第２四半期 Ａ

第３四半期 Ａ

第４四半期 Ａ

1
住民の平等な利用が
確保されているか。

2
施設の効用を
最大限に発揮させているか。

3
施設の適切な管理運営が
計画的に実施されているか。

4
管理に係る経費の縮減が
図られているか。

5
安定的な運営体制が
確保されているか。

6 その他

令和５年度の評価結果 A


